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活動であったので, 1 回の報告でプロジェクトの全容を伝えるのが難しく, 2 回に分けて報












































る1)。インドネシアのなかには, 各民族に独自の慣習家屋（インドネシア語で rumah adat）














西に向かい, 2 時間近くかかる。ここで取り上げる民族誌的資料は, ウンガ村を含む東スン
バ県ハハル郡（当時はハハル分郡）で1985～1988年にかけて実施した社会人類学的調査3) お
よびその後の数回に及ぶ補足調査で得られたものである。筆者がスンバを調査地として選ん
だ最大の理由は, レヴィ＝ストロースの研究で有名な一般交換4) とマラプ（祖先, 祖霊）を
対象とする祖先祭祀が日常生活のなかで生き続けているからであった。とくにスンバ人の祖
先が到達したと神話で語られるハハル岬（インドネシア語ではササル岬）から 10km ほど




どの程度マラプに対する信仰（インドネシア語ではマラプ教 Agama Marapu と呼ばれる）
が存続しているかは, スンバ島のなかでも地域によって異なる。カダハン村とウンガ村（旧
ウンガ村が 2村に分かれた）では, 2004年の時点で81.1％が伝統宗教の信者と記録されてい










ウンガ村 ナプ村 合計 ハハル分郡
1988年面積 () 45.9 142.4 188.3 944.1
1988年人口 (人) 1031 713 1744 7976
1988年人口密度 (人/) 22.46 5.01 9.26 8.45
行政単位の変更後 カダハン村 ウンガ村 ハハル郡
2004年面積 () 23.5 22.4 142.6 188.5 846.7
2004年人口 (人) 656 788 674 2118 12227
2004年人口密度 (人/) 27.91 35.18 4.73 11.24 14.44
[Kantor Statistik Kab. Sumba Timur 1989: 10, 28 ; Badan Pusat Statistik Kab. Sumba Timur 2005 : 27]
1986年に東スンバ県の人口の37.6％を占めていた伝統宗教の信者（｢その他の信仰｣, 一般に
マラプ教徒) は, 2002年には17.5％に減少している [Kantor Statistik Kab. Sumba Timur 1987 :
68 ; Badan Pusat Statistik Kab. Sumba Timur 2003 : 164] 。
インドネシアなかでもスンバ島がある東ヌサ・トゥンガーラ州は開発が遅れ, 貧困が問題
となっている州である。一つの指標として教育水準を取り上げれば, 2005年の国勢調査によ
ると, 5 歳以上の州人口の中で小学校卒以上の学歴を有する人の割合は, 50.1％しかいない
[Sub Direktorat Statistik Demografi 2006b : 58]。インドネシアの他の州, 例えば西ジャワ州
では66.3％ [Sub Direktorat Statistik Demografi 2006a : 58] に達しているのと比べると, 教育
水準の差は歴然としている。さらに東ヌサ・トゥンガーラ州のなかでもスンバ島, とくに東
スンバ県は, 社会経済的に遅れた地域であり, 小学校卒以上の学歴を有する人の割合は, わ







た。2004年の時点の 3 つの行政村の人口密度は11.24人／となっていて [Badan Pusat















































































２－２ 2008年 2 月の予備調査





5) これらの重要な神器は1986年 5 月に盗難にあい, これが同年実施された大祭の執行に大きな影を落
とすこととなった。












完了するための最短のスケジュールとしては, 3 月末に「マカテンバの家」を再建し, その
後, 協議を開始し, 5 月か 6月に森に入って, 主柱の切り出しと村への運搬の行事をするこ
とになる。その後, 主柱に彫刻を施し, 9 月後半の「ラトゥの家」の建築に備えることにな
る。
ただし, 3 月中に「マカテンバの家」を再建する計画にも二つの難点がある。そのチガヤ
























め, 慣習専門家たちは, 色々な点から注文を出してくることになった。筆者としては, 2007
年にウンガ村長に会って, このプロジェクトの概要を伝えた時には, 多少は無理を通せると














「マカテンバの家」の建築完了後, ウンガ村, ナプ村の関係者だけでなく, 中核村ウンガ
を起源の地とするマンボロ（西スンバ県）とラカワチュ, カナタンの慣習首長（ラジャ）も
招いて, 4 月に「大会議」を開き,「ラトゥの家」の建築儀礼に必要な儀礼的役職者を決め
る。続いて, 6 月に森に入って, 4 本の主柱の伐り出しと木曳を行い, 8 月には建築に必要
なその他の木材の準備などを進め, 9 月末から建築を始めるという日程が決まった。建築作


























刻を施していた。手先の器用な村人が墨を使って, 大雑把に線を引き, それに合わせて, 他
の人がチョウナ, 山刀, ノミなどを使って, 木材に切り込みを入れていった。
16：45から「マカテンバの家」の解体を始め, 1 時間位で作業は完了した。 4本の主柱は
傷んでいないので, そのまま使うことになった。ただしロープで主柱を引っ張って, 斜めに
なっていたのを直立させた。その後, 西山氏が主柱の間隔と対角線の長さを計測したら, 30










































家屋は, 人が住み, 家の中心にある炉で煮炊きすることによって, 長持ちするのである。
さらに西山氏によると, 木材のはつり方にしても, 木をみていないので, 時々反対の方向
にはつって, むやみに木を削るだけになっている。また, ツタ（nggai）で木材を縛るのに














「マカテンバの家」がいちおう建ってから, 4 日間作業を休んだが, その後, 再建委員会
の長Ｒ氏の父親の病気や, その後, 色々な出来事が起きた結果, 結局何も作業は進んでいな
い。父親は肝臓ガンで県都ワインガプの病院に入院していたが, もう絶望ということでウン




















































る家屋の建築は可能かという課題を解決するために, 8 月26～28日および 9月12日～17日に
スンバを訪問した。最終的にウンガ側の準備不足のため2008年における建築を諦め, その代
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死者が続いたのは, 本来建てるべき ｢ラトゥの家｣ を建てずに, さらに ｢マカテンバの家｣9)
を中途半端に放置しているせいだという考えである。この考えでは, 無理してでも「ラトゥ
の家」の建築を進めるべきという結論になる。もう一つは,「ラトゥの家」建築のためには,





















る諸条件（家の格, 撮影の被写体としての適性, その家の動員力など）を考慮し, 日本側の



































また, Ｈ氏は, 現在の主柱をすべて取り替え, 現在よりも少し高くして, より大きな家を建
てようと計画している。この点でも, 撮影対象にふさわしい家屋が選ばれたことになる｡








するためにも, 1 棟の家屋の建築にだけ援助するのではなく, 別の家屋の建築にも援助する
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Building Houses in Sumba :
A Report on a Project for Developing Cultural
Cooperation between Japan and Indonesia (1)
Makoto KOIKE
The purpose of this paper is to report the activities of the “Rebuilding Ancestral Houses
Project” that we carried out in the ancestral village of Wunga (Parai Wunga) on the island of
Sumba, Indonesia. This is the first half of the full report that depicts the cultural and social back-
ground of the ancestral houses (uma marapu) and reports progress in the rebuilding of Uma
Makatemba (the House of Collection) in Wunga. The project was formed jointly by Momoyama
Gakuin University, the National Museum of Ethnology and Takenaka Carpentry Tools Museum.
Also, this is a part of “the Project for Developing Cultural Cooperation between Japan and
Indonesia” funded by the Research Institute of Momoyama Gakuin University.
The main aim of the project is to help the villagers rebuild Uma Ratu (the Priest’s House)
which is the most sacred and dignified house in Wunga. It is necessary to support them because
they are so impoverished that they cannot rebuild it by themselves. Also, we are convinced that
the necessary skill and knowledge for building it will vanish unless we start the project immedi-
ately. In March, 2008 they began to restore Uma Makatemba, the venue for the meeting that pre-
cedes work on Uma Ratu. Thereafter they suddenly stopped their preparations for rebuilding
Uma Ratu because of some obstacles they had encountered such as the death of two elders in
Wunga. After hearing our request, instead of Uma Ratu they decided to rebuild four ancestral
houses in October, 2008, allowing our staff to film the procedures to make ethnographic documen-
taries.
Throughout our program we faced two problems, which may arise in most aid projects. First,
it was difficult to attain our main objective while taking the local requirements into account.
Second, the funding we provide may cause troubles among the local society we would like to sup-
port. To avoid creating such problems, we should demand transparency of accounting from the
donee side.
